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さ

と
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波
　
操
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山吹の里歴史公園から西山高取を望む

　
梅
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
、
埼
玉
県
西
部

に
位
置
す
る
 越
生
 町
は
、
関
東
管
領
上
杉
氏

お
ご
せ

の
重
臣
で
あ
り
、
築
城
家
と
し
て
知
ら
れ
る

太
田
道
灌
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
る
。
梅
の
花

に
は
少
し
早
い
こ
の
時
期
、
越
生
の
山
と
道

灌
ゆ
か
り
の
地
を
巡
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
八
高
線
と
東
武
鉄
道
越
生
線
が
乗
り

入
れ
る
越
生
駅
で
下
車
を
す
る
。
改
札
か
ら

真
っ
す
ぐ
に
通
り
を
進
む
と
、
右
に
町
の
名

産
品
販
売
を
兼
ね
る
観
光
案
内
所
の
前
を
通

る
。
信
号
を
渡
る
と
、
正
面
に
行
基
が
開
山

し
た
と
い
う
法
恩
寺
が
あ
る
。
法
恩
寺
の
前

か
ら
右
に
道
な
り
に
行
く
と
通
り
に
出
て
、

山
に
向
か
っ
て
上
っ
て
行
く
。
十
字
路
の
先

に
中
世
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
越
生
氏
の
氏

神
で
あ
る
越
生
神
社
が
あ
る
。
神
社
か
ら
わ

ず
か
に
進
む
と
、
高
取
山
の
登
山
口
が
あ
る
。

　
山
道
に
入
る
と
す
ぐ
に
右
の
尾
根
上
に
付

け
ら
れ
た
山
道
を
登
っ
て
行
く
。
登
る
に
つ

れ
傾
斜
が
増
し
、
振
り
返
る
と
越
生
の
町
が

木
々
の
間
か
ら
見
え
隠
れ
す
る
。
そ
し
て
越

生
神
社
の
奥
の
院
が
祀
ら
れ
た
高
取
山
に
着

く
。
高
取
山
は
戦
乱
に
そ
な
え
た
越
生
氏
の

砦
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
神
社
の
左
か
ら
再
び
山
道
に
入
る
。
杉
や

ヒ
ノ
キ
林
が
続
き
、
シ
ダ
が
茂
る
暗
く
展
望

の
き
か
な
い
道
を
登
っ
て
行
く
と
、
右
に
周

囲
が
伐
採
さ
れ
た
明
る
い
中
に
、
丸
太
の
階

段
道
が
あ
り
、
こ
れ
を
登
っ
て
行
く
と
、
西

山
高
取
に
着
く
。
東
側
が
開
け
、
眼
下
に
越

生
の
町
が
見
え
る
。

　
五
大
尊
に
向
か
う
山
道
に
入
る
と
、
再
び

杉
や
ヒ
ノ
キ
の
暗
い
尾
根
上
の
道
を
下
っ
て

行
く
。
一
度
登
り
返
し
て
下
る
と
、
右
下
に

木
々
の
間
か
ら
ゴ
ル
フ
場
が
見
え
、
さ
ら
に

下
る
と
、
つ
つ
じ
公
園
へ
の
道
を
右
に
分
け

て
、
尾
根
道
を
行
く
。
や
が
て
杉
林
の
中
を
、
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右
に
下
っ
て
行
く
細
い
道
が
あ
り
、
こ
れ
を

下
っ
て
行
く
と
、
五
体
の
明
王
像
を
祀
る
、

五
大
尊
の
左
に
出
る
。
お
堂
の
右
は
つ
つ
じ

公
園
に
な
っ
て
お
り
、
例
年
４
月
下
旬
か
ら

５
月
中
旬
が
花
の
見
頃
だ
と
い
う
。

　
お
堂
の
前
か
ら
石
段
を
下
り
、
十
字
路
に

出
る
と
左
の
民
家
の
間
の
道
を
行
き
、「
三

滝
入
口
」
の
信
号
の
あ
る
通
り
に
出
る
。
信

号
を
渡
っ
て
民
家
の
間
を
道
な
り
に
行
く
と
、

左
前
方
に
弘
法
山
が
見
え
て
来
る
。
そ
し
て

県
道
　
号
線
に
出
て
、県
道
を
進
む
と
、「
弘

３０

法
山
観
世
音
」
の
石
碑
が
立
っ
て
お
り
、
そ

の
先
で
県
道
と
分
か
れ
、
左
に
入
り
道
な
り

に
坂
を
上
っ
て
行
く
と
、
右
に
石
段
、
そ
し

て
そ
の
上
に
如
意
輪
観
音
堂
が
あ
る
。

　
弘
法
山
へ
は
お
堂
の
左
右
奥
か
ら
道
が
付

く
。
弘
法
山
は
サ
ク
ラ
の
木
が
多
く
、
越
生

の
サ
ク
ラ
の
名
所
に
な
っ
て
お
り
、
例
年
４

月
中
旬
頃
が
見
頃
だ
と
聞
く
。

　
石
段
下
ま
で
戻
る
と
、
右
へ
わ
ず
か
に
行

く
と
、
左
に
細
い
敷
石
の
道
が
あ
り
、
こ
れ

を
下
っ
て
行
く
と
、
墓
地
を
抜
け
見
正
寺
に

出
る
。
見
正
寺
の
参
道
を
通
っ
て
舗
装
道
路

に
出
る
と
、
右
に
十
字
路
が
あ
り
、
左
に
曲

が
っ
て
畑
の
中
を
行
く
と
、
往
き
に
通
っ
た

道
を
越
え
、
県
道
　
号
線
を
越
し
、
さ
ら
に

３０

八
高
線
の
踏
切
を
渡
る
。
そ
し
て
八
高
線
沿

い
の
道
を
、
高
取
山
か
ら
五
大
尊
に
続
く
山

並
み
を
右
に
見
な
が
ら
行
く
と
、
左
に
春
日

神
社
が
あ
る
。
神
社
の
前
の
道
を
行
き
、
十

字
路
で
右
へ
曲
が
り
、
民
家
の
点
在
す
る
道

を
し
ば
ら
く
行
く
と
、
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所

が
右
に
あ
り
、
県
道
　
号
線
に
出
る
。 越
  辺
 

お
つ
 
ぺ

３０

川
に
沿
っ
て
県
道
を
行
く
。
新
山
吹
大
橋
を

過
ぎ
る
と
、
左
に
山
吹
の
里
歴
史
公
園
が
あ

る
。
　
公
園
の
案
内
板
に
よ
れ
ば
、
太
田
道
灌
が

川
越
領
主
で
あ
っ
た
頃
、
父
を
訪
ね
て
、
こ

の
山
吹
の
里
辺
り
を
通
り
か
か
っ
た
時
、
に

わ
か
雨
に
遭
い
、
近
く
の
農
家
で
 蓑
 を
借
り

み
の

け
ら
れ
て
お
り
、
山

頂
近
く
で
合
流
す
る
。

右
へ
と
歩
き
丸
太
の

階
段
を
上
っ
て
行
く

と
、
左
か
ら
道
が
合

わ
さ
り
、
露
岩
の
道

を
わ
ず
か
に
登
り
、

鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
石

段
を
上
る
と
、
諏
訪

神
社
が
祀
ら
れ
る
、

１
６
４
㍍
の
弘
法
山

に
着
く
。

　
下
り
は
、
上
っ
て

来
た
道
の
途
中
か
ら

右
へ
入
り
、
お
堂
の

左
奥
へ
と
下
っ
て
行
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弘法山

よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
家
の
住
人
に
無
言
で

ヤ
マ
ブ
キ
の
枝
を
差
し
だ
さ
れ
た
が
、
道
灌

は
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
不
機
嫌
の
ま
ま
帰
館

し
、
こ
と
の
顛
末
を
家
臣
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
七
重
八
重
　
花
は
咲
け
ど
も
　
山
吹
の
　

実
の
一
つ
だ
に
　
無
き
ぞ
悲
し
き
」
と
い
う

古
歌
で
返
答
し
た
の
だ
と
教
え
ら
れ
、
こ
れ

を
恥
じ
て
、
後
大
い
に
学
問
に
も
励
み
、
文

武
両
道
を
兼
ね
た
名
将
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
、
道
灌
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
。

　
公
園
は
後
方
の
斜
面
を
生
か
し
て
造
ら
れ

て
お
り
、
伝
説
に
出
て
く
る
よ
う
な
か
や
ぶ

き
の
水
車
小
屋
が
あ
り
、
そ
の
裏
の
斜
面
を

登
っ
て
展
望
台
へ
上
っ
て
み
た
。
眼
下
に
越

辺
川
と
越
生
の
町
、
歩
い
た
高
取
山
か
ら
西

山
高
取
、
五
大
尊
へ
の
山
並
み
、
そ
し
て
奥

武
蔵
の
山
々
が
眺
め
ら
れ
た
。
斜
面
に
は
ヤ

マ
ブ
キ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
花
が
咲
く
４

月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
、
斜
面
一

面
が
山
吹
色
に
染
ま
り
美
し
い
と
い
う
。

　
新
山
吹
大
橋
の
た
も
と
ま
で
戻
り
、
越
辺

川
上
流
に
見
え
る
武
甲
山
を
遠
く
に
眺
め
な

が
ら
、
橋
を
渡
り
、
真
っ
す
ぐ
に
行
く
と
、

越
生
駅
に
突
き
当
る
。
左
に
線
路
沿
い
に
行

き
、
踏
切
を
渡
る
と
、
右
に
越
生
駅
の
改
札

口
が
あ
る
。
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年
１
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●
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越
生
駅
―
　
分
―
越
生
神
社
―
　
分
―
高
取
山
―

１０

１５

　
分
―
西
山
高
取
―
　
分
―
五
大
尊
―
　
分
―
如

１５

３０

３０

意
輪
観
音
堂
―
　
分
―
弘
法
山
―
　
分
―
見
正
寺

１０

１０

―
　
分
―
山
吹
の
里
歴
史
公
園
―
　
分
―
越
生
駅

６０

１０

●
費
　
用

池
袋
＝
越
生

　
東
武
東
上
・
越
生
線
 

７
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

越
生
町
観
光
案
内
所
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●
地
　
図

越
生
（
２
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５
千
）


